特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年11月15日434号
セセラギ祭り・・展示発表　　8日事前準備・・播川さん　
9日張り出し作業・・伊藤さん　播川さん　11日・・撤去　伊藤さん　藤田さん
展示物　防賀川植樹　環境大臣表彰　京田辺市域小学校校歌　里山農園の紹介　普賢寺の自然　里山の会15年の歩み　活動紹介に約３００人の皆さんが訪れていただきました。
雨で二日目の屋外での模擬店は残念でしたが、充実した室内の展示に来館者は関心を持っていただいたようでした。あまり強調しなかったのですが、校歌について気付かれた方には興味を示していただきました。
山城地域の小学校７７校の校歌に木津川が歌いこまれているのは37校で半数近くに上っています。また「世界」という言葉が入っているのは7校あってそのほとんどが相楽郡の新設校にみられます。
しかし京田辺市の普賢寺小学校は伝統があり、歴史的な学校で山間に存在しているのですが、校歌に「世界に伸びよ」という歌詞を持っています。
筒木の宮や朱智神社や伊藤熊雄（ロスアンゼルスかサンフランシスコでの万博にお茶の普及宣伝に京都代表で参加）などの活躍があったからではないでしょうか。
大阪市自然史博物館2012フエスタ　　展示発表　深田、播川、伊藤さん参加　
木津川の河床低下問題報告　里山の会15年の歩み　活動紹介を展示する。さすが大阪での開催でかなりの人出があり、所狭しという感じでした。多くの方々と親しくなれました。講演者の柳生博さんは八ヶ岳の山里に居を構え、自然と共に生活されていて、多様な生物が生きる地球だから自然を広く見てみんなで生きているという観点が大事だと強調されました。
会計部会9日　黒光、森、深田さん　
会計担当の総元締めとして長年困難な中、救世主として取りまとめ役をしていただいた袖岡さんが一身上の都合で急遽参加できなくなり、森・黒光の三人によるトリプルスクラムを組んでいただいていたバランスが崩れて7月以後会計処理についてずいぶん迷惑が広がっていました。
NPOの会計処理について現金主義から発生主義となったので、大混乱がありました。ご苦労をおかけしてきましたが、やっと現金出納帳の記入方法の不備を発見し改善に着手し、新しい回転を始めました。
順調に流れ出しますといよいよ念願の暫定NPO法の適用準備を進め、会計処理で一ランク上昇したいと考えています。
河川レンジャーの研修会　11日枚方市で実施　　情報公開と現場から学ぶことの大切さを強調
こうした今日のようなデスクワークは今回限りとして、次回にはフイールドワークとして屋外での学習会なら出席すると宮本講師の発言あり、次回は木津川で開催しましょうと発言があり、5時20分に解散となりました。
宮本氏は「霞が関の本庁に籍を置いていたときデータを読み解き、自信を持って現場に出た。しかし各場面で、身に着けた知識だけではとても多くの人の悩みや犠牲が生まれ、地域の人々のつながりをずたずたにしていることを知った。そこでの教訓は現場で学ぶこと、対立する人々とも一緒に情報を共有することから始めることを学んだと話されました。
木津川出張所との懇談会12日　出席淀川副所長・橋本　井上氏など4人　播川　山村　森島　沢内　福井　田中　主な話題は次の通りでした。
➀植物関係・・草刈り時期と刈り残し場所の根絶を確認。刈り草焼却処理の必要性が強調された（堆肥化の経費は１㎥堆肥化で４万円）。堆肥製造施設の有効活用と需要者が増加していることを強調した。②イタセンパラとワンド・・復旧する具体的な手立ての実施を強く要求。
➂河床低下・・両者が現状を認識、具体策などに進展できなかった。しかし今回の交流会の継続開催について合意された。また木津川についての検討委員会を年度内に立ち上げる方向を持っているとの表明があった。そのほか次の項目について、質問と回答があった。
●赤田川　河口部分　御藪(農林省所管の土木工事について　淀川事務所では計画は有るが、着工には至っていない。
●国立の便所を木津川に設置をしてほしい。
●全国規模でカヌー２００隻で大阪湾までの運行計画（13年9月14～16日）協力要請。話し合いは強い口調もあったが、終始和やかにすすみ、こうした相互理解が進む集まりを継続することを双方で一致した。
藤田カヌー社長藤田進さん訪問12日　カヌー発祥地の碑建設について　高木公三郎氏との出会いと青年時代などの話を伺った。
藤田さんは、戦後防水ベニヤ板と２５馬力のジープのエンジンを入手して、琵琶湖一周を半日で回ることができる最速のモーターボートで走りまわったとの話がありました。ここまでのスピードを手にするためには３年かかったとの事でした。スクリューのひねりとエンジンの馬力など試行錯誤だったとの事でした。ある時など、横浜の工場まで出かけてエンジンの改良を要求に行ったが、製造工場の工場長は設計図もわからない人が責任者でした。こうした無鉄砲でがむしゃらな若い時の経験が生きて高木公三郎先生と出会って以後、カヌ―の改良普及のために役立っているのだなあと思いました。
21日　（水）13時　里山の会事務所　富士鷹なすび（漫画家）、中川宗孝氏が来所　懇談会を開きます。
イラスト学習会が開かれます　特に鳥に関しては得意中の得意との事です。色紙や通常の用紙など準備してきてくださいとのことです。中川さんはご存じのとおり木津川での最後の漁師をお父さんに持つナチュラリストとして活躍中で、今回富士鷹さんをお招きされました。
２時間という短い時間ですが里山の会を訪れて少しでも役立つことができればとお越しいただくことになりました。事務局会議に引き続いた取り組みになりますが、多くの方々のお越しをお待ちしています。
里山農園から　ミズナ　コマツナ　など食べごろに成長しました。今朝大村さんが収穫されてきました。６月から月水金の朝どり野菜を地域の方々に提供させていただいて来ました。皆さんも一度無人販売の様子を覗きにお越しください。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

